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日病薬発第２０２６－２７号 

令和８年５月２３日 

 

各 位 

 

一般社団法人 日本病院薬剤師会 

会  長    武 田   泰 生 

 

 

 

 

専門薬剤師・認定薬剤師の認定審査・更新審査に係る取扱いについて 

（Ｑ＆Ａ） 

 

 

 

平素より、薬剤師業務向上のためにご奮闘されていることに敬意を表します。さて、令和

６年１２月２６日付、日病薬発第２０２４－１７９号にてご案内しております専門薬剤師・

認定薬剤師の認定審査・更新審査に係る取扱いについて（Ｑ＆Ａ）一部改定、追記をい

たしましたのでご案内いたします。本 Q&A は、令和８年６月１日から施行となります。 

これから認定申請・更新申請を予定されている方は参考にして下さい。 

 

なお、日病薬病院薬学認定薬剤師研修支援システム（HOPESS）の稼働に伴い、研修単

位シールは電子化することになりました。令和６年３月以前に開催された講習会の場合、

本 Q&A 中の「日病薬病院薬学認定薬剤師制度取得単位 使用先変更証明書（以下、

使用先変更証明書）」は「研修単位シール」に読みかえてください。 
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〔１〕「論文」の取扱いについて 

 

＜ 質問１ ＞ 

専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、１編の論文につ

いて、申請に使用できる回数などの制限について教えて下さい。 

 

【 回答 】 

 １編の論文を、新たに専門薬剤師の認定を取得するための申請に３回、さらに

既に専門薬剤師・認定薬剤師の認定を受けている方が更新をする場合は申請に３

回使用することができます。ただし、次の使用制限がありますのでご注意下さい。 

 

① 専門薬剤師の認定を取得するための申請の場合 

 １編の論文を、筆頭著者から第５執筆者のうち３名のまでの方が申請に使用す

ることができます。 

 

② 既に専門薬剤師・認定薬剤師の認定を受けている方が更新をするための申請 

１編の論文を、更新申請に３名の方が使用することができます。ただし、執筆

者の順に制限はありません。 

なお、専門薬剤師の認定を取得する際に使用した論文を、更新申請時に再使用す

ることは認められません。 

※ 更新申請時には、ご自身の論文リストを提出していただきます。 

 

＜ 質問２ ＞ 

 専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、申請に使用する

論文に有効期限はあるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

専門薬剤師の認定を取得するための申請に使用する場合には、学術雑誌等に掲

載された年より１０年以内のものでなければなりません。 

また、既に専門薬剤師・認定薬剤師の認定を受けている方が更新申請をする場

合には、認定期間開始後、学術雑誌等に掲載された年より５年以内のものでなけ

ればなりません。 
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＜ 質問３ ＞ 

 専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、論文の内容が広

範囲の専門領域にまたがっている場合、異なる領域の認定申請に各々使用すること

が可能でしょうか。 

 

【 回答 】 

 １人の申請者は、複数の領域で使用することはできません。１編の論文を、１

つの領域（単一領域）での申請の使用に限ります。なお、専門薬剤師の認定にお

いては、他の共同執筆者が、先の申請に使用された領域とは異なる領域の申請に

使用することは可能です。 

 

＜ 質問４ ＞ 

 専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、複数査読制のあ

る国際的あるいは全国的な学術雑誌に掲載された論文であれば、論文の内容の如何

に拘らず有効なのでしょうか。 

 

【 回答 】 

 論文の内容については、各領域の認定審査において、その領域の専門薬剤師・

認定薬剤師の論文として妥当か否かを個々に判断いたします。そのため、全てが

有効であるとは限りません。 

 また、論文の内容に係る認定審査上の判定基準等については、定量的な判定基

準を示すことができませんので、予めご了承下さい。 
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〔２〕「学会発表」に係る取扱いについて 

 

＜ 質問５ ＞ 

 専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、１回の発表につ

いて、認定申請に使用できる回数などの制限について教えて下さい。 

 

【 回答 】 

 １回の発表を、新たに専門薬剤師の認定を取得するための申請に３回、さらに

既に専門薬剤師・認定薬剤師の認定を受けている方が更新をする場合は申請に１

回使用することができます。ただし、次の使用制限がありますのでご注意下さい。 

 

① 専門薬剤師の認定を取得するための申請の場合 

 １回の発表を、発表者から第５共同発表者のうち３名のまでの方が申請に使用

することができます。 

 

② 既に専門薬剤師・認定薬剤師の認定を受けている方が更新をするための申請 

１回の発表を、更新申請に１名の方が使用することができます。 

ただし、発表者の順に制限はありません。（１名の方が更新申請に使用した場合、

他の共同発表者が更新申請に使用することはできません）。 

なお、専門薬剤師の認定を取得する際に使用した発表を、更新申請時に再使用

することは認められません。 

※ 更新申請時には、ご自身の学会発表リストを提出していただきます。 

 

＜ 質問６ ＞ 

 専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、申請に使用する

発表に有効期限はあるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

専門薬剤師の認定を取得するための申請に使用する場合には、発表年より１０

年以内のものでなければなりません。  

また、既に専門薬剤師・認定薬剤師の認定を受けている方が更新をするための

申請の場合には、認定期間開始後、発表した年より５年以内のものでなければな

りません。 
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＜ 質問７ ＞ 

 専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、発表が広範囲の

専門領域にまたがっている場合、異なる領域の認定申請に各々使用することが可能

でしょうか。 

 

【 回答 】 

 １人の申請者は、複数の領域で使用することはできません。１回の発表につい

ては、１つの領域（単一領域）での申請の使用に限ります。なお、専門薬剤師の

認定においては、他の共同発表者が、先の申請に使用された領域とは異なる領域

の申請に使用することは可能です。 

 

＜ 質問８ ＞ 

 専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、国際的あるいは

全国的な学術大会及び日本病院薬剤師会ブロック学術大会で行われた発表であれ

ば、発表の種類・内容の如何に拘らず有効なのでしょうか。 

 

【 回答 】 

 学会発表の種類については、学術大会でのポスター発表及び口頭発表を対象と

します。なお、シンポジウムのシンポジスト・共同演者及びワークショップの講

師・共同演者等は、発表内容、本人の貢献度合いを含めて、認定審査委員会で個

別に審査いたしますが、認定期間中に学術大会でのポスター発表及び口頭発表を

行った場合は、そちらをご提出ください。 

発表の内容については、各領域の認定審査において、その領域の専門薬剤師・

認定薬剤師の発表として妥当か否かを個々に判断いたします。そのため、全てが

有効であるとは限りません。 

 また、発表の内容に係る認定審査上の判定基準等については、定量的な判定基

準を示すことができませんので、予めご了承下さい。 
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＜ 質問９ ＞ 

専門薬剤師の認定において、申請締め切り後～認定開始日前日までの審査期間中

に学術大会で発表を行う予定です。申請締め切り後～認定開始日前日までの発表

は、申請に使用することは可能でしょうか。 

【 回答 】 

専門薬剤師の認定申請において、学会発表は申請締め切り時点で発表済みのも

ののみ申請にご使用いただけます。（申請締め切り後～認定開始日前日までの発表

は、認定申請にご使用いただけません。） 

 

＜ 質問１０ ＞ 

専門薬剤師および認定薬剤師の更新申請において、申請締め切り後～認定開始日

前日までの審査期間中に学術大会で発表を行う予定です。申請締め切り後～認定開

始日前日までの発表は、申請に使用することは可能でしょうか。 

 

【 回答 】 

専門薬剤師および認定薬剤師の更新申請において、学会発表は、基本的に更新

申請締め切り時点で発表済みのものを申請にご使用いただけます。なお、申請締

め切り後～認定期間開始日前日までの発表を更新申請に使用する場合、認定審査

委員会にて個別審査いたします。 

 更新申請時には、ご自身の学会発表リストおよび発表要旨をご提出ください。

申請締め切り後～認定開始日前日までに発表を行う場合は、発表後、発表証明書

などの実際に発表を行ったことを証明する書類をご提出ください。 

 

＜ 質問１１ ＞ 

専門薬剤師・認定薬剤師の更新申請において、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響で、発表予定の学会の開催が中止となり、採択決定通知もありません。何か措

置があれば、教えて下さい。 

 

【 回答 】 

 専門薬剤師・認定薬剤師の更新申請における学会発表に関して、学会の開催が

中止・延期であっても、発表証明が提出できるもの、採択通知がある場合には、

申請時に添付してください。認定審査委員会で個別に審査いたします。 
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＜ 質問１２ ＞ 

専門薬剤師・認定薬剤師の更新申請において、新型コロナウイルス感染症の影響

で、発表予定の学会が誌面開催となりました。専門領域の学会発表の対象となりま

すか。 

 

【 回答 】 

 専門薬剤師・認定薬剤師において、認定申請資格、更新条件に定める学会・研

究会・職能団体が主催する学術集会が誌面開催となった場合、以下の取り扱いと

します。 

 

項   目 対象・対象外 

各専門領域の更新条件に定める講習会への参加（１単位／２時間）  
× 

単位の対象外 

各専門領域の更新条件に定める 

国際学会あるいは全国レベルの学会においての専門領域に 

関する学会、研究会等での発表 （筆頭演者）（３単位/１報） 

〇 

単位の対象 

各専門領域の更新条件に定める 

国際学会あるいは全国レベルの学会においての専門領域に 

関する学会、研究会等での発表 （共同演者）（1 単位/１報） 

〇 

単位の対象 

各専門領域の認定申請資格１．（２）、更新条件５．（５）に定める 

国際学会、全国レベルの学会あるいは日本病院薬剤師会ブロック 

学術大会における専門領域に関する学会発表 

〇 

対象 
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〔３〕「認定試験」に係る取扱いについて 

 

＜ 質問１３ ＞ 

専門薬剤師・認定薬剤師の認定において、認定試験に合格した場合の有効期限

は、どの程度の期間あるのでしょうか。 

 

【 回 答 】 

認定試験合格の有効期間（以下、有効期間）は２年間です。認定試験と同一年

度及び次年度の２回の認定申請に有効です。次の場合を除き特例措置はありませ

ん。 

 

＜特例措置＞ 

実務研修の履修を必要とする領域（がん、妊婦・授乳婦、HIV感染症）の認定薬

剤師の認定において、有効期間内に、実務研修の履修以外の全ての認定申請資格を

満たした方が、正当な理由（海外留学、出産・育児・病気・介護等による休職・退

職等の理由により勤務が中断した場合に限る）により実務研修を履修できなかった

場合に限り特例措置の対象にいたします。 

 

特例措置は、正当な理由を有する期間に応じて、個々に有効期間を延長いたしま

す。（最長で認定試験を実施した年度から３年後の認定申請時まで延長可能） 

 

該当する方は、本来の有効期間（認定試験と同一年度及び次年度）における認

定申請受付期間内に、①特例措置申請書、②正当な理由を証明する書類、③実務

研修の履修以外の認定申請資格に関する書類を領域の認定審査委員会に提出して

下さい。認定審査委員会が個別に審査し、書面にて結果を通知いたします。 

特例措置申請書等の提出書類及び手続きの詳細は認定申請案内時に日病薬ホー

ムページに掲載いたします。 

 

例）令和５年度認定試験合格者が特例措置を希望する場合は、先ず、本来の有

効期間である令和５年度または令和６年度の認定申請受付期間内に上記書

類を提出して下さい。認定審査委員会で個別に審査し、正当な理由を有す

る期間に応じて、延長する有効期間を判断いたします。（最長で令和８年度

の認定申請まで） 
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〔４〕「実務経験」に係る取扱いについて 

 

＜ 質問１４ ＞  

認定薬剤師の認定において、「薬剤師としての実務経験」は、薬剤師免許登録後、

所属に関わらず認められるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

「薬剤師としての実務経験」とは、医療機関等で実際に薬剤師職員として従事

していることを指します。そのため、薬剤師免許登録後の学生、大学・企業等で

研究開発等に従事した期間及び行政機関での従事期間は対象外となります。 
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〔５〕「会員歴」に係る取扱いについて 

 

＜ 質問１５ ＞  

認定薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において「職能団体、学

会の会員」は、いつから会員である必要があるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

認定薬剤師の認定においては、申請時に認定申請資格に記載のある団体、学会

の会員であることが必要となります。 

専門薬剤師・認定薬剤師の更新においては、認定期間の全ての期間において、

更新条件に記載のある団体の会員であること、かつ、申請時に更新条件に記載の

ある学会の会員であることが必要となります。 
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〔６〕「日病薬病院薬学認定薬剤師」若しくは「日本医療薬学会認定薬剤師」に

係る取扱いについて 

 

＜ 質問１６ ＞  

認定薬剤師の認定及び更新において「日病薬病院薬学認定薬剤師」若しくは「日

本医療薬学会の専門薬剤師制度により認定された専門薬剤師」は、いつから当該

認定薬剤師である必要があるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

認定薬剤師の認定及び更新においては、認定開始日前日に「日病薬病院薬学認

定薬剤師」若しくは「日本医療薬学会の専門薬剤師制度により認定された専門薬

剤師」であることが必要となります。申請時に有効期限内の認定証の写し（認定

通知でも可）を添付して下さい。 

申請と同一年度に「日病薬病院薬学認定薬剤師」の認定（更新）申請を行い、

申請時に日病薬病院薬学認定薬剤師の認定審査結果が未着の場合は、登録フォー

ムに認定番号として「999999」を入力して下さい。なお、審査結果が不認定の場

合は、認定薬剤師の認定及び更新の要件を満たしませんのでご留意ください。 

（保険薬局に所属する精神科薬物療法認定薬剤師・HIV感染症薬物療法認定薬剤

師は従前の認定申請資格・更新条件「日本病院薬剤師会生涯研修履修認定薬剤師、

薬剤師認定制度認証機構により認証された生涯研修認定制度、日本臨床薬理学会認

定薬剤師」で申請することが可能です。） 
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〔７〕「専門業務従事歴」に係る取扱いについて 

 

＜ 質問１７ ＞  

認定薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において「専門的業務に

従事していること」という要件について、海外留学、転勤、産休・育休等による

勤務中断がある場合、連続性についてはどの程度まで許容されるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

認定審査委員会で個別に審査いたします。したがって、申請する際には、中断

した理由と中断期間などを記述した説明文書（書式自由）を添付して下さい。 

 

また、専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、認定期間中、正当な理由（海

外留学、転勤、産休・育休、出向等）により専門的業務の勤務に中断期間がある

が、それ以外の全ての更新条件を満たした方は、認定期間満了時に、専門薬剤師・

認定薬剤師の呼称期間を延長することができる特例措置の対象にいたします。 

 

特例措置による専門薬剤師・認定薬剤師の呼称期間を延長することができる期

間は、正当な理由を有する期間に応じて、認定審査委員会で個別に決定いたしま

す。（呼称期間延長と保留期間を合わせて最長で３年間） 

なお、専門薬剤師・認定薬剤師更新の認定期間は５年間ですが、特例措置の対

象となった場合、呼称期間を延長した期間と、その後の更新認定期間と合わせて

５年間となります。 

 

該当する方は、本来の認定期間における更新申請受付期間内に、①特例措置申

請書（様式自由）、②正当な理由を証明する書類、③更新申請時に必要な書類を提

出して下さい。認定審査委員会が個別に審査し、書面にて結果を通知いたします。 

呼称期間の延長が認められた場合、呼称期間延長後の更新申請時に必要となる書

類も合わせて通知いたします。 

 呼称期間延長満了までの期間中に、中断期間等が生じた場合であっても、呼称

期間延長満了後の保留や再度の呼称期間延長については認めませんのでご留意く

ださい。 

 

例）令和２年９月３０日に認定薬剤師認定期間満了者で、産休・育休により専

門的業務の勤務中断が１年間あるが、専門的業務の勤務中断以外の全ての更新条

件を満たし特例措置を希望する場合は、先ず、令和２年度の更新申請受付期間内

に上記書類を提出して下さい。認定審査委員会で個別に審査した結果、認定薬剤
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師の呼称期間が１年間延長（令和２年１０月１日～令和３年９月３０日）になり、

令和３年度に更新認定された場合の認定期間の満了は、令和７年９月３０日とな

ります。 

 

＜質問１８＞ 

 認定薬剤師の認定申請書類の提出後、産休・育休を取得するため勤務が中断する

予定です。「申請時において、病院または診療所に勤務し、専門的業務３年以上、

かつ、申請時に引き続いて１年以上従事していること。」は満たすでしょうか。 

 

【回答】 

認定薬剤師の認定申請において、認定申請書類の締め切り後も認定開始日前日

まで病院または診療所に勤務し、専門的業務に引き続いて従事している必要があ

ります。 

 

＜質問１９＞ 

 認定薬剤師の更新申請書類の提出後、産休・育休を取得するため勤務が中断する

予定です。「認定期間中、施設内において専門的業務に従事していたことを証明で

きること。」は満たすでしょうか。 

 

【 回答 】 

専門薬剤師・認定薬剤師の更新申請において、更新申請書類の締め切り後も認

定開始日前日まで専門的業務に引き続いて従事している必要があります。 
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＜ 質問２０ ＞ 

認定薬剤師の取得を目指していましたが、行政機関に異動となりました。再度、

行政機関から病院に異動した際に、引き続いて３年以上専門的業務に従事してい

ないと、申請することはできないのでしょうか。 

 

【 回答 】 

 行政機関等への人事異動により中断した期間を除いて、専門的業務に従事した

期間が３年間を満たす場合に、認定審査委員会で個別に審査いたします。 

 申請する際には、中断期間、中断した理由、所属長による証明などを記載した

説明文書（書式自由）を添付して下さい。 

ただし、認定試験の特例措置は＜質問１１＞記載の通りですので、認定試験合

格の有効期間が切れた場合は、再度認定試験を受験し合格する必要があります。 

 なお、専門的業務の中断期間は、最長５年間となっておりますのでご留意下さ

い。 
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〔８〕「講習会の受講」に係る取扱いについて 

＜ 質問２１ ＞  

講習会を受講しました。講習会単位を申請する際の必要書類を教えてください。 

 

【 回答 】 

講習会を受講した場合、以下のとおり書類を提出してください。書類の提出が

ない場合、講習会の受講をした場合であっても、単位として認められませんので

ご留意ください。 

 

【日本病院薬剤師会が主催】 

・受講証明書 

・日病薬病院薬学認定薬剤師制度取得単位 使用先変更証明書 

（参考）日本病院薬剤師会が主催の場合の申請時の必要書類 

令和 4年 3月 31日まで

に開催の講習会 

令和 4 年 4 月 1 日～令和 6

年 3 月 31 日に開催の講習

会 

令和 6 年 4 月 1 日以降に

開催の講習会 

・講習会受講証明書 

・研修単位シール 

・講習会受講証明書のみ 

 

・講習会受講証明書 

・日病薬病院薬学認定薬

剤師制度取得単位 使

用先変更証明書 

 

 

【日本病院薬剤師会以外が主催】 

・受講証（受講証・参加証等受講がわかる書類） 

・日病薬病院薬学認定薬剤師制度取得単位 使用先変更証明書（単位が発行され

る場合のみ） 

（病院薬学認定薬剤師制度の単位が発行される講習会の場合、日病薬病院薬学認

定薬剤師研修支援システム（HOPESS）より日病薬病院薬学認定薬剤師制度取得単

位 使用先変更証明書をご自身で発行してください。病院薬学認定薬剤師制度の

単位が発行されない場合は不要です。） 

・プログラム 

ただし以下の講習会等はプログラムの提出の必要はありません（受講証等は必ず

提出して下さい）。 

・日本病院薬剤師会が主催・共催する講習会 

・都道府県病院薬剤師会が主催・共催する講習会で、受講証に日本病院薬剤 

師会発行の受理書番号、時間、単位の記載があるもの 
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（参考）日本病院薬剤師会以外が主催の場合の申請時の必要書類 

令和 6 年 3 月 31 日までに開催の講習会 令和 6 年 4 月 1 日以降に開催の講習会 

・講習会受講証明書 

・研修単位シール 

・プログラム 

・講習会受講証明書 

・日病薬病院薬学認定薬剤師制度取得

単位 使用先変更証明書 

・プログラム 

 

＜ 質問２２ ＞  

認定薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、講習会の受講

単位(時間)に、有効期限はあるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

認定薬剤師の認定を取得するための申請に使用する場合には、講習会の受講年

度より５年間（５回の認定申請に）有効です。 

専門薬剤師・認定薬剤師の更新のための申請に使用する場合には、認定期間開

始後、講習会を受講された年より５年以内のものでなければなりません。 

 

＜ 質問２３ ＞  

認定薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、講習会・学術集

会が WEB 開催の場合も単位として認められるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

認定申請資格・更新条件に定める学会・研究会等が主催する講習会・学術集

会が WEB 開催（同時配信型・期間限定配信型）の場合も、受講した講習会の受

講証（学術集会の場合は、シンポジウムごとの受講証）及びプログラムの提出に

基づき申請に使用することができます。 

また、WEB 開催での参加者に対し、日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位が発

行される講習会では、日病薬病院薬学認定薬剤師制度取得単位 使用先変更証明

書を添付して下さい。 
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＜ 質問２４ ＞  

講習会が WEB 開催の場合の単位として、e-ラーニングについても単位として認

められるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

WEB 開催の講習会とは、同時配信型・期間限定配信型の講習会を指します。期

間限定配信型講習会とは、配信期間が半年以内の講習会を指します。日本病院薬

剤師会が実施する e-ラーニングを除き、e-ラーニングは単位として認められませ

ん。 

 

＜ 質問２５ ＞  

日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位が発行される講習会・学術集会の受講単

位は日病薬病院薬学認定薬剤師制度及び日病薬専門薬剤師制度の両方で使用でき

るのでしょうか。 

 

【 回答 】 

一つの講習会・学会で取得した受講単位を複数の制度の研修単位に利用できま

せん。 

 

受講単位を日病薬専門薬剤師制度に使用する場合は、受講証と日病薬病院薬学

認定薬剤師制度取得単位 使用先変更証明書を提出してください。誤って日病薬

病院薬学認定薬剤師制度以外の単位を受領しないように注意して下さい。日本病

院薬剤師会以外の薬剤師認定制度認証機構で認められた実施機関が発行する単位

を日病薬病院薬学認定薬剤師制度取得単位 使用先変更証明書の代わりとするこ

とはできません。 

日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位が発行される講習会、学会等で日病薬病

院薬学認定薬剤師制度の単位取得証明書が無い参加証・受講証の単位は無効とな

ります。 
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＜質問２６＞ 

日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位が配布される学術集会に参加し、かつ、学

術集会内で行われた専門薬剤師制度の単位となるシンポジウムを受講しました。日

病薬病院薬学認定薬剤師制度取得単位使用先変更証明書、学術集会のネームカー

ド、シンポジウムの受講証が手元にありますが、単位を専門薬剤師制度で使用する

場合の注意点を教えて下さい。 

 

【 回答 】  

学術集会内で行われた専門薬剤師制度の単位となるシンポジウムの場合は、シ

ンポジウムごとに受講証が発行される場合に限り、１単位/２時間として申請に使

用することができます。 

日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位が一日ごとに発行される場合は、同一日

に実施された複数のシンポジウムの単位を合算することが可能です。この場合は

複数のシンポジウムの受講証を開催時間順にホチキス留めし、日病薬病院薬学認

定薬剤師制度取得単位 使用先変更証明書を添付してご提出ください。 

 

＜ 質問２７ ＞  

日病薬病院薬学認定薬剤師制度の研修単位シールが配布される講習会・学術集

会の受講単位を日病薬専門薬剤師制度に使用したいのですが、日病薬病院薬学認

定薬剤師制度の研修単位シールを紛失してしまい、参加証・受講証・ネームカー

ドなどの写しの右上にシールを貼付することができません。 

この場合、当該受講単位は無効となるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

研修単位シールの紛失等、理由を問わず、全て無効となります。 

 

＜ 質問２８ ＞  

更新申請予定です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、講習会が複数中

止となり、「毎年最低３単位」を１年分満たすことができません。その場合、特

段の理由として認められるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

専門薬剤師・認定薬剤師の更新申請において、原則として、上限１年分が特段

の理由の対象となります。更新申請の際には、理由書（書式自由）を添付してく

ださい。認定審査委員会で個別に審査いたします。 
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＜ 質問２９ ＞  

令和９年度に更新申請する予定ですが、令和６年５月１８日付で更新条件が変

更されたことに伴い、「特段の理由がない限り、毎年最低３単位以上を取得する

こと」の要件を 1 年分満たすことができません。 

【回答】 

令和９年度以降の更新申請予定者が、令和６年５月１８日付で更新条件が変更さ

れたことに伴い、「毎年最低３単位以上」を満たすことができない年について次

のとおりの取り扱いとする。 

 

認定薬剤師の更新申請予定者の場合、令和６年９月３０日までの期間は各更新

条件で認められている学会の学術集会への参加を１日３単位として申請すること

ができる。ただしこの場合、１年あたりの申請単位数の上限は３単位までとする。 

専門薬剤師の更新申請予定者の場合、令和６年３月３１日までの期間は各更新

条件で認められている学会の学術集会への参加を１日３単位として申請すること

ができる。ただしこの場合、１年あたりの申請単位数の上限は３単位までとする。 

 

例：認定薬剤師の更新申請者で認定期間が令和４年１０月１日～令和９年９月３０日の場合 

 
 

最新の更新条件 

（シンポジウム毎単位）  

更新条件の変更により、 

毎年最低３単位が満たせない場合  

講習会２時間受講 １単位 １単位 

 

学術大会３日間参加  

✖ 

参加証明書等はあっても最新の条

件では単位として認められない 

３単位 

参加証明書や 

単位取得先変更証明書等を提出 

年間合計単位 １単位 

（毎年３単位が満たせない）    

３単位（1 年あたり上限３単位のため

４単位とはならない）  

＊最新の条件とは令和 6 年 5 月 18 日付の更新条件の変更で、学術集会単位について専門領域のシンポジウム毎に単位を

取得することになったことを指す。 
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〔９〕「薬剤管理指導の実績」に係る取扱いについて 

 

＜ 質問３０ ＞  

認定薬剤師の認定・更新において、薬剤管理指導の実績に対する所属長による証明

については、どのような趣旨で設定されたのでしょうか。 

 

【 回答 】 

薬剤管理指導の実績については、申請時の所属長に申請者本人が実際に携わった

ことを担保していただくと共に形式的事項（単位の記載漏れ、誤字、脱字等）を確認して

いただくことにいたしました。 

なお、不正等が発覚した場合には、当該施設に属する薬剤師の認定及び研修施設

の認定を取り消すなど厳正に対処することといたします。 

 

＜ 質問３１ ＞  

認定薬剤師の認定・更新において、薬剤管理指導の実績については「○○症例以

上」とされているので、それを超える数の症例を記載し、申請してもよいのでしょうか。 

 

【 回答 】 

薬剤管理指導の実績については、実務経験として○○症例以上を求めているというこ

とであって、それ以上の症例があっても申請書には認定申請資格・更新条件で定める症

例分のみを厳選して記載して下さい。 
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〔１０〕「日本病院薬剤師会ブロック学術大会」に係る取扱いについて 

 

＜ 質問３２ ＞ 

専門薬剤師の認定及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、「学会発表」、

「対象となる学会・職能団体が主催する学術集会への参加」で対象とされる日本

病院薬剤師会ブロック学術大会には、どのようなものが該当するのでしょうか。 

 

【 回答 】 

専門薬剤師の認定審査及び専門薬剤師・認定薬剤師の更新審査においては、下

記の学術大会を「日本病院薬剤師会ブロック学術大会」の対象といたします。 

 

記 

 

北海道薬学大会 

日本病院薬剤師会東北ブロック学術大会 

日本病院薬剤師会関東ブロック学術大会 

日本病院薬剤師会北陸ブロック学術大会 

日本病院薬剤師会東海ブロック・日本薬学会東海支部合同学術大会 

日本病院薬剤師会近畿学術大会 

日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会中国四国支部学術大会 

九州山口薬学大会 
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〔１１〕「更新の保留」及び「更新申請」に係る取扱いについて 

 

＜ 質問３３＞ 

 専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、更新の保留には、どのようなものが認

められるでしょうか。 

 

【 回答 】 

 海外留学、出産・育児・病気・介護等による休職・退職、行政機関や専門的業務

を行うことが出来ない他の医療機関への人事異動等の理由により勤務が中断した

場合に限り、最長５年間更新を保留することが認められます。ただし、保留期間中

は、専門薬剤師・認定薬剤師を呼称することはできません。 

保留をする場合は、本来の認定期間満了年度の更新申請受付期間ではなく、実

際に更新申請する際に、中断期間、中断した理由、勤務が中断したことにより満

たすことができなかった項目、所属長による証明などを記載した説明文書（書式

自由）、辞令文書（行政機関等への人事異動の場合のみ）を添付して下さい。認定

審査委員会で、保留の可否について個別に審査いたします。 

 

また、更新審査においては更新条件を満たした期間が認定期間開始日から通算

して５年間必要となります。ただし、「認定期間中継続して、日本病院薬剤師会

の会員であること。ただし、別記１に定める団体のいずれかの会員であればこれ

を満たす。」については、いずれも認定期間開始日から更新申請日までの全期間

満たしている必要があります。 

なお、保留期間を含め、認定期間満了後５年間以内に更新申請し認定を受けられ

なかった場合は認定を喪失しますので、ご留意下さい。 

 

例：令和５年９月３０日に認定期間が満了し、令和１０年度までに更新の認定を

受けられなかった場合は資格を喪失します。各年度の更新申請については、認定薬

剤師は６月に、専門薬剤師は１２月に案内を行いますので、申請期間等について十

分ご留意下さい。 

 

＜ 質問３４＞ 

 専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、専門薬剤師・認定薬剤師を取得後、業

務命令で医療安全管理室への異動となり、専門的業務に一切従事できなかった期間

が３年間あります。現在は専門的業務に従事していますが、更新時の取り扱いはど

のようになるでしょうか。 
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【 回答 】 

 部署・業務異動等により専門的業務を中断した期間を除いて、従事した期間が５

年間を満たす場合には、認定審査委員会で個別に審査いたします。 

ただし、更新の保留期間は最長５年間です。また保留期間中は、専門薬剤師・認

定薬剤師を呼称することはできません。 

更新申請する際に、中断期間、中断した理由、中断により満たすことができなか

った項目などを記載した説明文書（書式自由）と所属長の証明等を添付して下さい。

なお、本来の認定期間満了年度の更新申請受付期間に提出が必要な書類はありませ

ん。 

 

＜ 質問３５＞ 

 専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、認定期間が満了しましたが、更新条件

を満たさず、その年に更新申請をしませんでした。次年度は更新申請をすることが

できるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

認定期間満了後３年間は更新申請の有無、更新審査の有無、保留の有無に関わ

らず更新申請し審査を受けることができます。 

 

例：令和５年９月３０日に認定期間を満了する場合は、令和５年度、令和６年度、

令和７年度、令和８年度の更新申請をすることが可能です。 

 

更新申請する際に、更新申請しなかった理由を記載した説明文書（書式自由）

を添付して下さい。認定審査委員会で個別に審査いたします。なお、本来の認定

期間満了年度の更新申請受付期間に提出が必要な書類はありません。 

また、更新審査においては更新条件を満たした期間が認定期間開始日から通算

して５年間必要となります。 

なお、保留期間を含め、認定期間満了後３年間以内に更新申請し認定を受けら

れなかった場合は認定を喪失しますので、ご留意下さい。 

 

例：令和５年９月３０日に認定期間が満了し、令和８年度までに更新の認定を受

けられなかった場合は資格を喪失します。各年度の更新申請については、認定薬剤

師は６月に、専門薬剤師は１２月に案内を行いますので、申請期間等について十分

ご留意下さい。 
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＜ 質問３６ ＞ 

専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、認定期間が満了しましたが、その年に

更新申請を忘れてしまいました。次年度は更新申請をすることができるのでしょう

か。 

 

【 回答 】 

質問３５の回答と同じです。 

 

＜ 質問３７ ＞ 

専門薬剤師・認定薬剤師の更新において、認定期間が満了し、その年に更新申請

をしましたが、不認定となってしまいました。次年度は更新申請をすることができ

るのでしょうか。 

 

【 回答 】 

質問３５の回答と同じです。 
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〔１２〕その他 

 

＜ 質問３８ ＞  

 「専門的業務に従事していること」に関する様式、「薬剤管理指導の実績」に関

する様式には所属長の証明が必要になりますが、所属長の具体例を教えて下さい。 

 

【 回答 】 

申請者が所属する部門（薬剤部等）の長をいい、薬剤部科の所属長は薬剤部科長と

なります。ただし、申請者が所属する部門に所属長就任者がいない場合は、所属長次席

の役職者の証明で差し支えありません。また、申請者が所属長の場合の証明者は施設

長です。 

なお、「専門的業務に従事していること」に関する様式について、申請年度の前

年度以前の様式を使用された場合は、認定審査委員会の判断により、最新の様式

による証明を改めて提出していただく場合があります。 

また、「薬剤管理指導の実績」に関する様式は必ず申請年度の最新の様式をご使

用下さい。 

 

＜ 質問３９ ＞  

 認定薬剤師・専門薬剤師の認定申請・更新申請の際に提出した申請書類は、後日、

申請者に返却されるのでしょうか。 

 

【 回答 】 

不認定者への日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位シールを除き、申請資料は合

否結果に関わらず返却いたしませんので、予めご了承下さい。なお、当該資料について

は、一定期間保管した後、事務局にて適切に処理いたします。 

 

＜ 質問４０＞  

 認定薬剤師・専門薬剤師の認定申請・更新申請後の認定審査料・更新審査料の返金

は、可能なのでしょうか。 

 

【 回答 】 

認定審査料・更新審査料は合否結果に関わらず返金いたしませんので、予めご了承

下さい。 


